
（
☎
�
５
７
２
０
）
、
年
金
・
長

寿
医
療
Ｇ
（
☎
�
２
１
３
７
）

　
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
と
は
、
ｅイ

ー
タ
ッ

－
Ｔ

ａク

スｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス

テ
ム
）
を
利
用
し
て
、
事
前
に
届
け

出
を
し
た
預
貯
金
口
座
か
ら
、
税
金

を
納
付
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の

契
約
が
不
要
で
、
期
日
を
指
定
し
て

納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
税
理
士
が
納
税
者
に
代
わ
っ
て

納
付
手
続
き
を
行
う
こ
と
が
可
能
で

あ
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
税
目
や
利
用
開
始
手

続
き
な
ど
、
詳
し
く
は
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
税
務
署
管
理
運

営
部
門
（
☎
㉒
４
１
５
１
）

　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
と
は
、
法
人
道
民
税

や
事
業
税
な
ど
の
地
方
税
に
お
け
る

申
告
な
ど
を
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
電
子
的
に
行
え
る
利
用
料

が
無
料
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
す
る
こ
と
で
、

市
と
国
に
そ
れ
ぞ
れ
提
出
す
る
義
務

日�

時
　
11
月
29
日
㈬
13
時
30
分
（
13

時
か
ら
受
け
付
け
）

場
所
　
市
民
会
館
２
階
中
ホ
ー
ル

対�

象
　
給
与
を
支
給
し
て
い
る
事
業

者
内�
容
　
年
末
調
整
の
仕
方
・
留
意
事

項
、
今
年
度
の
改
正
点
、
法
定
調

の
あ
る
源
泉
徴
収
票
と
給
与
支
払
報

告
書
を
、
ま
と
め
て
手
続
き
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
（
一
社
）
地
方
税
電

子
化
協
議
会

　
（
☎
０
５
７
０

－

０
８
１
４
５
９
）

　
自
動
音
声
案
内
に
従
っ
た
相
談
内

容
に
よ
っ
て
、
電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

の
職
員
や
税
務
署
の
職
員
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
相
談
予
約
や
必
要
書
類
の

確
認
な
ど
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
税
務
署

�

（
☎
㉒
４
１
５
１
）

書
の
記
載
方
法
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ

（
国
税
電
子
申
告
・
納
税
シ
ス
テ

ム
）
の
利
用
に
つ
い
て

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
税
務
署
源
泉
所

得
税
担
当
（
☎
㉒
４
１
５
１
）

　
市
は
、
平
成
30
年
１
月
１
日
に
、
下
水
道
使
用
料
の
値

上
げ
（
平
均
約
15
㌫
）
を
行
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
９
月
号
か
ら
12
月
号
ま
で
の
４
回
に
わ
た
り
、

下
水
道
使
用
料
の
改
定
に
つ
い
て
、
Ｑ
＆ア

ン
ド
Ａ
で
分
か
り
や

す
く
お
伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　
下
水
道
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
９
０
５
２
）

　
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、
使
用
料
の
改
定
が
必
要
と
な
っ
た
経
緯
や
改

定
後
の
料
金
早
見
表
な
ど
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

簡
単
・
便
利
な

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付

法
人
道
民
税
・
事
業
税
な
ど

地
方
税
の
手
続
き
は

簡
単
・
便
利
ｅエ

ル

タ

ッ

ク

ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
で

年
末
調
整
説
明
会

～
事
業
者
向
け
～

税
務
署
で
扱
う
税
金
の
相
談
は

ま
ず
は
お
電
話
で

どうなるの？
『下水道使用料』

　市は昨年、今後12年間の下
水道事業の収支がどうなって
いくかを『下水道事業経営戦
略』としてまとめました。
　結果、平成33年度に資金が
底をつき、平成40年度には、
約12億円の資金不足になる見
込みとなったため、下水道使
用料の改定が必要となりまし
た。

　下水道事業は、雨水管の工
事など、公共性の高い事業は、
市の税金で運営を行っていま
すが、それ以外の部分は、利
用者の皆さんの使用料で経費
を賄わなければなりません。
　そのため、今回、資金不足
に対処するため、使用料を引
き上げますが、市は、今後も、
下水道事業を安定的に運営し
ていくため、経費削減の取り
組みを進めていきます。

　資金不足は
市の税金で何
とかできない
の？

　下水道使用
料の改定はな
ぜ必要なの？

避難行動要支援者名簿
（兼きずなづくり台帳）

への登録申請書を送付します
　新たに『避難行動要支援者名簿』の登録対象
となった方へ11月中旬に通知を送付します。
　本人の同意により、平常時から警察や消防、
地域の方などと共有する『避難行動要支援者名
簿（兼きずなづくり台帳）』へ登録することが
できますので、同封の登録申請書に必要事項を
記入の上、ご返送ください。
主�な対象　現在の『避難行動要支援者名簿』に
登録されていない方のうち、75歳以上の方や
要介護認定３以上の方、身体障害者手帳２級
以上の方など

※�現在『避難行動要支援者名簿』に登録された
方で転居した場合、再度、登録が必要です。

※�申請書が届いていない方も登録が可能です。

問い合わせ　総務グループ（☎�１１３０）

A
A

Q Q

24� くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ

くらしのガイド

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』


